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みなべ町議会だより　第53号　平成30年11月

決算審査特別委員会
本定例会において、竹本議長と監査委員の下村議員を除く 12 名の議員で決算審査特別委員会
を設置し、委員長に永井議員、副委員長に丸山議員を互選により決定いたしました。
平成 29 年度一般会計、各特別会計、水道事業会計の歳入・歳出決算の審査を、9月 11 日〜 13
日の 3日間で担当課、副町長、会計管理者同席のもと実施しました。

９月定例会
●会　期　　　９月４日から１９日（１６日間）
●認　定　　　８件　全て認定（平成２９年度各会計決算）
●議　案　　　１３件　全て可決（平成３０年度一般会計補正予算、工事契約等）
●委員会発議　１件　可決（精神障害者の交通運賃割引に関する意見書）
●一般質問　　５人　計１０質問

障害者の交通運賃割引は、身体障害者は昭和 25 年から、身体内部障害者は平成 2年から、知
的障害者は平成 25 年から実施されている。しかし精神障害者については、一部事業者が割引を
実施しているが、除外されている状態である。精神障害者へのアンケートによると、収入は低く、
交通費の負担が深刻なことが明らかになっている。
この現状は、平成 26 年に政府が批准した国際法、障害者権利条約に明らかに反する行為である。
政府は交通機関事業者に対して、精神障害者に身体障害者及び知的障害者と同等に交通運賃の割
引が適用されるよう、是正指導・勧告等の措置を行うことを強く要望する。

本意見書案は総務文教常任委員会が本議会に上程し、全会一致で可決されました。議長名で内閣
総理大臣、国土交通大臣、厚生労働大臣等へ提出しました。

精神障害者の交通運賃割引に関する意見書（要旨）

平成29年度会計別決算
歳　入 歳　出

一 般 会 計 ９８億１５０３万円 ８９億９７６１万円

国 民 健 康 保 険 会 計 ２４億７５４９万円 ２２億７７５６万円

後 期 高 齢 者 医 療 会 計 ３億３０３万円 ２億９７０４万円

介 護 保 険 会 計 １６億２３６０万円 １６億１５９９万円

農 業 集 落 排 水 会 計 ２億５５０4万円 ２億５１５７万円

公 共 下 水 道 会 計 ５億７０６万円 ５億６５万円

簡 易 水 道 会 計 ２億３５１４万円 ２億２３７１万円

水道事業会計（収益的収支） １億７２２２万円 １億１７４０万円

水道事業会計（資本的収支） ８２８７万円 １億５５２８万円

水道事業は地方公営企業として位置付けられています。そのため、経理はその企業活動を正確に
把握する必要性があり、営業に関わる活動を損益取引（収益的収支）と、営業活動以外における資
本の増減を資本取引（資本的収支）として明確に区分する複式簿記を採用しています。
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決算報告
決算審査特別委員会　委員長報告　　　　　　　委員長　永　井　幸　喜

税務課所管
町税の徴収率においては、昨年度に引き続き

前年度を上回っています。
収入額も増加していることについては、地域

経済の若干の回復と職員の徴収努力の結果と考
えます。

引き続き徴収率の向上に努めていただきたい
と思います。

9 月 13 日に決算審査に関わる主要な現地（町道宇呂住線、高城公民館、うめ 21研究センター、
上中エアコン設備、生涯学習センター・備蓄、国民宿舎・別館屋根、堺漁港・船揚場、千里ウ
ミガメ館、山内地区・防火水槽、小山田・防災広場）を 1日かけて調査しました。

決算の認定にあたり、現地調査を含めた３日間の厳正な審査を行いました。大きな問題などは見
受けられなかったものの、より一層の行財政運営の適正化に努めるよう要望しました。
各委員からの意見や要望事項など、主な事項について下記に報告します。

総務課所管
防災に関する予算に不用額が出ていますが、こ

れらは防災備品の購入等に活用し、備蓄品を充
実させるなど災害に備えていただきたい。

その他、みなべ町ホームページを「見る側に立っ
た」構成にしてほしい。補助金制度についてもっ
と宣伝活動を。また、ふるさと納税の使途を公
表しては。などの意見がありました。

生活環境課所管
公共下水道の布設も一部地域を残すまでとな

り、また、農業集落排水の公共下水道への接続
も進められています。水質の向上や維持管理費
等の抑制に大きな期待ができます。引き続き加
入率の向上に努めていただきたいと思います。

上水道事業においては、事業開始から 50 年程
が経ち、水道管の老朽化が問題となっています。
水道水の安定供給と、大地震に備えるためにも
水道管の布設替えについて早期の対応をお願い
します。

住民福祉課所管
国民健康保険特別会計において、保険料の収納

率は改善してきているものの、未収納額は高い
水準にあります。徴収体制の強化で保険料負担
の公平性に努めていただきたいと思います。

健康長寿課所管
毎年行われているミニドッグ健診は、受診する

町民が固定化され、なかなか増えていかないの
が現状です。健康の町みなべ町をアピールする
ため、病気の早期発見のためにも受診率が上が
るように努力していただきたいと思います。

建設課所管
住宅使用料の滞納分について、あまり改善が

みられません。徴収体制を強化し、今後も法的
な処置をも念頭に未収納額の解消に努めていた
だきたいと思います。また、町管理の街路樹に
ついて、台風等の際に枝の飛散により周辺に被
害がでないよう対策をお願いしたいとの意見が
ありました。

うめ課所管
現在、テレビ番組をきっかけに梅干しの販売が

好調とのことですが、これを機に、より効果的な
施策で消費拡大につなげていただきたいと思い
ます。

産業課所管
現地調査で堺漁港の船揚場改良工事と国民宿

舎別館の屋根防水シート工事を確認しました。

教育学習課所管
各種団体への補助金や助成金の事業が多く、

その団体も長年この補助を受けています。補助
金や助成金については、他の部署でも同様です
が、各種団体の活動の状況や実績を把握し、補
助金等の額が妥当であるか、また、正しく執行
されているかを十分に精査することを要望しま
す。
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重点事業と注目ポイント平成29年度　決算

●防火水槽整備事業費は、より良い消防水利確保の
ために、山内地区に整備されました。
●はす池改修工事は、小山田池埋め立てた後の水源
確保のために土手を補強するものです。

農林水産

生活・環境

●一般廃棄物の焼却は、4年間すさみ町でお世話にな
りました。30年4月1日からは田辺市に委託してい
ます。分別のルールが変わりましたので、一層の
分別の徹底をお願いします。

ここがポイントここがポイント

●堺漁港船揚場改良工事は、作業用通路を増設して
安全に船揚作業（船を陸に揚げる）ができるよう
にしたものです。

ここがポイントここがポイント

ここがポイントここがポイント ここがポイントここがポイント

●ふるさと応援寄附金返礼品
●交通安全施設整備工事
●防犯カメラ設置事業

………… 778 万円
……………… 316 万円

………………… 313 万円

●堺漁港船揚場改良工事
●イセエビ放流事業
●横谷農地造成水路災害復旧工事

……… 562 万円
……… 250 万円
…… 1462 万円

●一般廃棄物収集運搬委託料
●斎場定期修繕工事

……… 8191万円
…………………… 372 万円

農林水産

生活・環境

建設・土木

観光・商工

●商工振興助成事業のうち、みなべ町商工会助成が
1350万円、プレミアム商品券助成が200万円（プ
レミア率：１割）です。

ここがポイントここがポイント

●南部駅前駐車場。料金は30分まで無料、30分を超え
1時間ごとに100円加算されます。ただし24時間ご
との料金は300円が上限です。
●高城トンネル道路改良工事は、安全な通行のために
法線変更、道路の拡幅、トンネルの新設で、31年度
に供用開始予定です。

ここがポイントここがポイント

●南部駅前駐車場設置工事
●町道滝線道路改良工事
●高城トンネル道路改良工事

……………960万円
…………… 2719万円
 …  2 億 7440万円

●商工振興助成事業
●国民宿舎別館屋上防水工事
●鶴の湯温泉指定管理委託料

………………… 1550 万円
……… 2424 万円
……… 1300 万円

建設・土木

観光・商工

教　育

保健・福祉

総　務

防　災

教　育

保健・福祉

総　務

防　災

●３中学校舎空調設備設置工事
●千里ウミガメ館建築事業費
●高城公民館改修事業

… 1 億 725 万円
……… 7308 万円

……………… 3274 万円

●ふるさと応援寄附金返礼品は、みなべ町を応援して
くれる皆様から頂いた寄附金に対して、お返しして
いるものです。29年度の寄附金は2673万円で、福
祉基金、防災基金、奨学金貸付基金、ふるさと応援
奨学基金等に積み立てられ活用されています。

ここがポイントここがポイント

●防火水槽整備事業
●津波避難施設新築工事
●はす池改修工事

…………………… 642 万円
……… 1 億 3335 万円

…………………… 2215 万円

ここがポイントここがポイント
●千里ウミガメ館は、地方創生拠点整備交付金（50％
国庫補助）を活用して、千里観音の宿泊施設跡地に
建てられました。ウミガメパトロール、みなべウミ
ガメ研究班や一般の観察者が待機、宿泊しウミガメ
保護の活動拠点になります。

…………………………2億 941 万円
………… 1701 万円

…………………………… 535 万円

●児童手当
●保健福祉センター改修費
●長寿祝事業

千里ウミガメ館 ふるさと納税返礼品（役場ロビー）

外装改修工事を終えた保健福祉センター 新設された防火水槽（山内）

工事中の高城トンネル 堺漁港船揚場

防水工事を終えた国民宿舎別館屋上 すさみ町ゴミ焼却場

●児童手当は、0～3歳までは月額15,000円、3歳～
小学終了前までは、第1、2子が10,000円、第3子
以降は15,000円、中学卒業までが10,000円で
す。当分の間特例給付により所得制限以上の方に
も5,000円が支給されます。国、県から1億7662
万円が出ています。
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量
が
心
配
さ

れ
る
。
前
回
の
泥
水
流
出

の
件
も
あ
り
、
防
災
工
の

高
さ
６
ｍ
と
調
整
池
の
性

能
は
充
分
な
の
か
。
安
全

確
保
の
た
め
に
も
確
認
し

て
お
き
た
い
。

調
整
池
に
つ
い
て

は
６
５
０
ｔ
溜
ま

る
計
算
。
時
間
１
６
５
㎜

の
雨
量
で
も
貯
水
で
き
る

と
考
え
る
。

工
事
中
に
は
若
干
流

れ
る
可
能
性
は
あ
る
が
、

土
砂
防
止
の
機
能
も
あ
り

完
全
と
は
な
ら
な
い
が
、

前
回
の
よ
う
な
被
害
は
な

い
と
考
え
て
い
る
。

●
う
め
２１
研
究
セ
ン
タ
ー

設
置
・
管
理
条
例
の
廃
止

※
平
成
27
年
度
か
ら
休
館

中
。
今
回
、
㈱
再
創
社
へ

下
水
汚
泥
を
た
い
肥
化
す

る
施
設
に
貸
出
す
る
た
め

に
本
条
例
を
廃
止
。
貸
出

対
象
は
建
屋
周
辺
で
園
地

は
売
却
ま
た
は
貸
出
し
予

定
。

備
品
類
を
ど
う
す

る
の
か
。
ま
た
園

地
で
は
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
が
栽

培
研
究
を
し
て
い
る
が
問

題
は
。
梅
も
ぎ
体
験
、
梅

ジ
ュ
ー
ス
体
験
は
ど
う
な

る
の
か
。パ

ワ
ー
シ
ョ
ベ
ル

や
フ
ォ
ー
ク
リ
フ

ト
等
は
町
で
使
用
し
ま
す
。

他
の
使
え
る
も
の
は
公
募

も
含
め
て
検
討
し
た
い
。

　

４
Ｈ
ク
ラ
ブ
の
５
年
の

研
究
が
今
年
終
了
す
る
た

め
影
響
は
な
い
。
梅
も
ぎ

や
梅
ジ
ュ
ー
ス
体
験
は
こ

こ
で
は
で
き
な
く
な
る
た

め
、
他
の
場
所
で
協
力
し

て
頂
き
、
実
施
し
た
い
。

●
調
停
の
申
し
立
て

※
本
庁
駐
車
場
の
借
地
契

約
（
20
年
間
）
が
、
本
年

9
月
30
日
に
満
了
を
迎
え

た
。
担
当
課
で
は
土
地
評

価
鑑
定
を
も
と
に
地
権
者

と
の
買
取
交
渉
を
行
っ
て

き
た
が
、
ま
と
ま
ら
な
か

っ
た
。
そ
の
後
、
借
地
契

約
の
交
渉
に
切
り
替
え
た

が
ま
と
ま
ら
ず
、
や
む
を

得
ず
調
停
と
い
う
手
続
き

に
な
っ
た
。
本
議
案
は
議

会
に
そ
の
同
意
を
求
め
る

も
の
。

●
は
す
池
改
修
工
事
請
負

変
更
契
約
の
締
結

（
６
７
６
万
円
増
）

※
貯
水
量
を
確
保
す
る
た

め
に
浚
渫
量
を
１
７
０
０

㎥
増
や
す
変
更

土
砂
１
７
０
０
㎥

撤
去
す
る
こ
と
に

よ
り
貯
水
量
は
ど
う
な
る

の
か
？
ま
た
小
山
田
池
に

も
ヘ
ド
ロ
が
あ
る
と
思
わ

れ
る
が
、
改
良
土
に
し
た

土
を
、
埋
め
立
て
土
と
し

て
放
り
込
む
事
に
は
問
題

は
な
い
の
か
。

総
貯
水
量
は
１
７

０
０
㎥
増
え
て
、

５
７
０
０
㎥
に
な
る
。
撤

去
し
た
土
砂
は
セ
メ
ン
ト

改
良
を
し
て
小
山
田
池
に

本
庁
の
駐
車
場
以

外
の
借
地
に
つ
い

て
も
契
約
更
新
が
や
っ
て

く
る
。
現
在
の
評
価
額
が

当
時
の
１
／
２
〜
１
／
３

に
な
っ
て
い
る
も
の
も
あ

る
。
そ
れ
ら
に
対
す
る
方

針
は
。

建
屋
が
建
っ
て
い

る
借
地
に
つ
い
て

不
動
産
鑑
定
を
し
て
い
る
、

そ
の
結
果
を
も
っ
て
買
取

り
の
方
向
で
申
し
出
を
考

え
て
い
る
。

　

ま
た
他
の
借
地
に
つ
い

て
は
今
後
使
っ
て
い
く
か

を
精
査
し
、
必
要
で
あ
れ

ば
、
買
い
取
り
の
方
向
で

進
め
て
い
き
た
い
。

交
渉
が
決
裂
し
た

場
合
、
個
々
に
調

停
を
進
め
る
の
か
。

他
の
物
件
に
つ
い

て
も
、
不
調
に
終

わ
れ
ば
調
停
と
い
う
流
れ

に
な
る
と
思
う
が
、
極
力

交
渉
で
解
決
し
て
い
き
た

い
。

主
な
議
案
審
議 

Ｑ
＆
Ａ

A

AA

A

A

A

QQ

Q

Q

Q

Q
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町
政
に

こ
こ
が
聞
き
た
い
！

一般質問とは、本議会において議員が行政全般にわたり、町長
などの執行機関に対し、事務の執行 状況や将来に対する方針な
どについて質問したり、あるいは報告、説明を求めたりするこ
とをいいます。

QR コードで各議員の一般質問の動画を簡単にご覧いただ
けます。スマートフォンに「QR コード読み取りアプリ」
をインストールして頂く必要があります。

5 議員が一般質問
真造　賢二 議員 ……………………………………

①  更なる梅の機能性 PR による消費拡大を
②  クビアカツヤカミキリの徹底防御を
③  全ての公共施設に太陽光発電を

池田　三千留 議員 ………………………………

①  どうなっているの？こども園（第 1 弾）
②  学校版「働き方改革」

玉井　伸幸 議員  …………………………………

①  全国的にも高い介護保険料 その要因と今後の対応は
②  補助金の広報に工夫改善を

天野　仁 議員 ………………………………………

①  古川未改修分の今後の計画は

出口　晴夫 議員  …………………………………

①  待ったなし！農家の労働力不足対策
②  東京オリンピック 2020 まであと 2 年！

「梅の町みなべ町」の一大イベントで積極的な PR を
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質
問　

今
年
の
梅
干
し
の

売
れ
行
き
は
絶
好
調
、
異

常
な
猛
暑
と
と
も
に
テ
レ

ビ
番
組
の
効
果
は
明
ら
か
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
も
行
政

が
や
る
べ
き
合
理
的
な
消

費
拡
大
の
方
向
性
は
、
機

能
性
の
研
究
と
Ｐ
Ｒ
に
あ

る
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
。

　

し
か
し
政
策
と
し
て
は

ま
だ
不
十
分
で
は
。
更
に

徹
底
し
た
取
組
で
合
理
的
、

戦
略
的
な
消
費
拡
大
に
努

め
て
頂
き
た
い
。

　

ま
ず
梅
の
機
能
性
研
究

の
第
一
人
者
で
あ
る
宇
都

宮
准
教
授
と
更
に
強
い
絆

を
構
築
す
べ
き
で
は
？
具

体
的
に
は
２
つ
。

①
実
研
究
の
継
続
は
も
ち

ろ
ん
、
機
能
性
研
究
の
総

合
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
を
委

託
。
確
実
な
成
果
を
得
る

に
は
一
貫
し
た
方
針
で
の

体
系
的
な
研
究
が
大
事
。

②
機
能
性
Ｐ
Ｒ
の
広
報
役

を
正
式
に
委
託
し
、
戦
略

的
で
タ
イ
ム
リ
ー
な
番
組

作
り
や
全
国
で
の
講
演
を

　

そ
の
他
の
提
案
は
。

●
町
Ｈ
Ｐ
に
「
梅
の
機
能

性
に
関
す
る
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
の
開
設
」「
梅
の
機

能
性
の
網
羅
的
な
掲
載

を
」「
研
究
成
果
の
全
て

を
公
表
」

●
機
能
性
を
全
て
掲
載
し

た
パ
ン
フ
作
成
（
２
成
分

し
か
掲
載
が
な
い
）

●
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
タ
イ
ム

リ
ー
な
情
報
発
信

●
う
め
振
興
館
や
梅
林
に

機
能
性
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー
を

町
長　

総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
や
広
報
役
を
県
立
医

大
の
先
生
に
お
願
い
す
る

こ
と
が
可
能
な
の
か
。
県

の
補
助
を
受
け
て
い
ま
す

の
で
、
県
、
町
、
県
立
医

大
が
連
携
し
な
が
ら
研
究

の
方
向
性
を
見
い
出
し
て

き
て
い
ま
す
。
こ
の
関
係

で
大
き
な
成
果
が
出
て
お

り
、
良
好
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
町
が
意
図
的
に
番

組
作
り
に
関
わ
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
取
材
対

応
は
重
要
な
業
務
と
し
て

取
組
ん
で
い
き
ま
す
。
先

生
の
講
演
は
北
区
で
実
施

し
て
お
り
、
他
区
で
の
開

催
も
打
診
中
で
す
。

　

今
後
も
先
生
に
は
梅
の

研
究
を
継
続
し
て
頂
き
、

先
生
と
連
携
し
て
梅
の
消

費
拡
大
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

機
能
性
の
Ｈ
Ｐ
や
パ
ン

フ
へ
の
掲
載
は
必
要
。
た

だ
薬
事
法
の
関
係
も
あ
り
、

表
現
が
難
し
い
。
先
生
と

も
相
談
し
つ
つ
前
向
き
に

取
組
み
ま
す
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に

よ
る
情
報
発
信
は
ス
ピ
ー

ド
感
が
あ
り
有
効
、
検
討

に
時
間
を
頂
き
た
い
。
う

め
振
興
館
や
梅
林
は
機
能

性
Ｐ
Ｒ
の
適
地
と
の
考
え

は
同
じ
。
関
係
者
と
も
相

談
し
つ
つ
検
討
し
ま
す
。

質
問　

ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ

ミ
キ
リ
被
害
は
全
国
に
蔓

延
中
、
国
は
特
定
外
来
生

物
に
指
定
。
特
に
徳
島
県

板
野
町
の
桃
農
家
に
深
刻

な
被
害
が
発
生
。
県
内
で

も
か
つ
ら
ぎ
町
で
１
匹
が

発
見
さ
れ
て
い
る
。
外
敵

が
な
く
凄
ま
じ
い
繁
殖
力
、

桜
を
媒
介
す
る
た
め
、
被

害
エ
リ
ア
が
一
気
に
拡
大

す
る
恐
れ
が
あ
る
。
町
内

に
侵
入
す
れ
ば
梅
産
地
崩

壊
の
危
機
、
水
際
で
の
徹

底
的
な
防
御
が
必
要
。
町

の
防
御
体
制
は
？　

町
長　

梅
研
究
協
議
会
で

28
年
よ
り
被
害
地
の
視
察

を
行
い
、
被
害
状
況
、
防

除
法
の
研
修
を
し
て
い
ま

す
。
昨
年
４
月
に
農
家
向

け
に
啓
発
チ
ラ
シ
を
配
布

し
ま
し
た
。

　

ま
た
今
年
5
月
31
日
、

6
月
29
日
、
7
月
30
日
に

桜
の
木
20
ヵ
所
（
島
ノ
瀬

ダ
ム
、
公
園
、
学
校
、
神

社
等
）
を
調
査
し
ま
し
た

が
、
幸
い
発
見
さ
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。
田
辺
市
も
同

様
の
調
査
を
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。　
　

　

水
際
で
の
防
御
に
は
早

期
発
見
が
重
要
。
チ
ラ
シ

や
広
報
紙
で
町
民
へ
の
啓

発
に
努
め
ま
す
。
ま
た
発

見
し
た
場
合
の
有
効
な
防

除
や
拡
散
防
止
法
を
用
意

し
て
お
く
こ
と
も
必
要
。

１
匹
た
り
と
も
進
入
さ
せ

な
い
覚
悟
で
取
組
ん
で
い

き
ま
す
。

他
の
質
問

●
全
て
の
公
共
施
設
に
太

陽
光
発
電
を

真
しん

造
ぞう

賢
けん

二
じ

議員

先生との良好な関係を継続
HP、パンフ、梅林、振興館でPR

更なる梅の機能性
　PRによる消費拡大を

産業

　
　
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
の
徹
底
防
御
を

　
調
査
継
続
、町
民
へ
の
啓
発
で
早
期
発
見

産
業

「林修の今でしょ！講座」の１場面

発見の決め手は大量の「フラス」
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の
集
金
を
担
任
が
し
な
く

て
い
い
よ
う
に
し
て
い
る
。

★
公
的
な
文
書
類
は
一
元

管
理
で
き
る
公
務
支
援
シ

ス
テ
ム
を
構
築
し
て
来
年

度
か
ら
稼
働
さ
せ
た
い
。

★
部
活
動
も
総
合
型
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
設
立
を

準
備
し
て
い
る
。

　

我
々
も
そ
う
で
す
し
、

学
校
現
場
も
本
当
に
努
力

を
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま

す
。
業
務
の
軽
減
、
先
生

方
が
し
っ
か
り
と
児
童
・

生
徒
と
向
き
合
え
る
時
間

を
取
れ
る
よ
う
に
教
員
の

多
忙
化
の
解
消
の
た
め
に

努
力
、
ま
た
新
た
な
検
討

を
重
ね
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
保
護
者
、
地

域
、
学
校
に
関
わ
る
全
て

の
方
々
の
深
い
理
解
が
必

要
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

質
問　

台
風
21
号
を
含
め

今
ま
で
に
な
い
自
然
災
害

が
全
国
各
地
で
起
こ
っ
て

い
る
。
津
波
の
こ
な
い
場

所
に
南
部
幼
稚
園
・
愛
之

園
保
育
園
・
南
部
保
育
所

を
移
転
す
る
こ
ど
も
園
の

計
画
が
以
前
新
聞
に
掲
載

さ
れ
た
。現
在
、ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
と
い
う
声
が

聞
か
れ
る
。

　

日
高
郡
内
の
各
自
治
体

に
あ
る
こ
ど
も
園
の
名
前

と
運
営
形
態
は
。

　

み
な
べ
町
が
描
く
こ
ど

も
園
と
は
。

　

２
０
２
０
年
度
で
臨
時

非
常
勤
職
員
の
雇
用
制
度

が
会
計
年
度
任
用
職
員
制

度
に
変
わ
る
。
雇
用
の
面

で
ど
う
か
か
わ
っ
て
い
く

の
か
。

教
育
長　

日
高
郡
に
は
4

つ
の
こ
ど
も
園
が
あ
り
ま

す
。

★
上
南
部
こ
ど
も
園
（
公

設
公
営
・
保
育
所
型
）

★
ひ
ま
わ
り
こ
ど
も
園

（
美
浜
町
・
公
設
公
営
・

幼
保
連
携
型
）

★
ゆ
ら
こ
ど
も
園
（
公
設

公
営
・
保
育
所
型
・
民
間

運
営
）

★
い
な
み
こ
ど
も
園
（
民

設
民
営
・
幼
保
連
携
型
）

そ
れ
ぞ
れ
に
特
色
が
あ
り

ま
す
。

　

安
心
・
安
全
な
保
育
施

設
と
す
る
た
め
に
本
町
の

3
園
に
つ
い
て
は
高
台
移

転
・
幼
保
連
携
型
の
認
定

こ
ど
も
園
の
1
園
建
設
を

検
討
し
て
は
ど
う
か
、
公

立
で
行
う
か
民
間
の
方
に

お
願
い
す
る
か
の
運
営
形

態
は
、
ま
だ
模
索
中
で

す
。
現
在
の
3
園
の
特
徴

や
ま
た
素
晴
ら
し
い
と
こ

ろ
、
残
す
べ
き
伝
統
を
継

承
で
き
る
認
定
こ
ど
も
園

を
作
っ
て
い
け
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
制
度
改
正
で
は

臨
時
的
任
用
の
要
件
が
厳

格
化
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て

新
た
に
、
臨
時
ま
た
は
非

常
勤
職
員
を
会
計
年
度
任

用
職
員
と
位
置
付
け
て
、

6
ヶ
月
単
位
の
雇
用
で
は

な
く
て
1
年
間
の
雇
用
契

約
で
、
更
新
も
可
能
。
フ

ル
タ
イ
ム
は
給
料
で
の
雇

用
と
な
り
、
福
利
厚
生
面

も
正
職
扱
い
に
な
る
と
聞

い
て
い
ま
す
。
現
在
の
保

育
士
、
幼
稚
園
の
教
員

方
々
は
会
計
年
度
任
用
職

員
と
し
て
勤
務
し
て
い
た

教
育
長　

学
校
や
教
職
員

に
求
め
る
課
題
も
複
雑
多

岐
の
状
態
で
勤
務
時
間
内

に
終
え
る
こ
と
は
な
か
な

か
難
し
い
。
一
番
の
懸
念

は
努
力
し
て
い
る
先
生
方

が
体
調
を
崩
し
学
校
を
休

む
こ
と
で
す
。
教
職
員
の

長
時
間
勤
務
の
是
正
に
向

け
て
勤
務
環
境
を
整
備
す

る
具
体
的
な
取
り
組
み
を

「
働
き
方
改
革
プ
ラ
ン
」

か
ら
支
援
策
を
い
た
だ
き

な
が
ら
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

★
出
退
勤

の
正
確
な

実
態
の
把

握
に
努
め

た
い
。

★
給
食
費

だ
く
こ
と
に
。
そ
の
待
遇

な
ど
は
総
務
課
を
中
心
に

検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
常
に
現
場
の
意
見
を

聞
き
な
が
ら
保
育
環
境
を

整
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

質
問　

学
校
教
職
員
の
働

き
方
が
異
常
で
あ
り
、
放

置
で
き
な
い
問
題
で
あ
る

こ
と
に
、
社
会
的
な
関
心

が
広
が
っ
て
い
る
。
教
職

員
は
、
子
ど
も
へ
の
指
導

だ
け
で
な
く
事
務
量
の
増

加
や
保
護
者
へ
の
対
応
、

部
活
動
の
指
導
な
ど
多
忙

化
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、

健
康
維
持
や
私
生
活
と
の

両
立
、
子
ど
も
に
対
す
る

時
間
確
保
が
全
国
的
に
課

題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

ら
を
解
消
す
る
た
め
、
県

教
育
委
員
会
の
策
定
し
た

「
働
き
方
改
革
プ
ラ
ン
」

と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

本
町
の
取
り
組
み
は
。　

子
ど
も
と
の
時
間
は
増
や

せ
る
の
か
。

どうなっているの？
　　　　こども園（第1弾）

教育
池
いけ

田
だ

三
み

千
ち

留
る

議員

幼保連携型の認定こども園を（公立か民間か）

　
　

学
校
版「
働
き
方
改
革
」

　
保
護
者
・
児
童
・
地
域
の
深
い
理
解
が
必
要

教
育
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質
問　

今
年
度
介
護
保
険

料
が
改
定
さ
れ
、
基
準
額

が
月
７
７
０
０
円
、
全
国

で
16
位
と
な
っ
た
。
高
齢

者
の
生
活
を
直
撃
す
る
一

大
事
だ
。
町
の
努
力
も
理

解
す
る
が
、
今
期
の
額
は

尋
常
で
は
な
い
。
な
ぜ
高

い
の
か
、
今
後
保
険
料
を

抑
え
る
た
め
の
対
策
は
。

町
長　

高
額
化
に
は
介
護

認
定
率
や
給
付
費
の
高
さ

が
あ
る
。
認
定
率
は
、
み

な
べ
町
が
全
国
比
１
．
１

７
倍
、
給
付
費
は
１
．
１

５
倍
。
給
付
費
で
は
、
訪

問
看
護
が
全
国
の
３
．
５

倍
、
特
に
予
防
サ
ー
ビ
ス

が
１
０
．
５
倍
。
予
防
事

業
は
要
介
護
を
減
ら
す
こ

と
に
も
な
り
、
一
概
に
そ

の
高
さ
が
だ
め
だ
と
は
言

え
な
い
が
、
効
果
の
検
証

が
必
要
だ
ろ
う
。

　

予
防
事
業
で
は
参
加
者

が
限
ら
れ
て
い
た
り
地
域

間
の
温
度
差
な
ど
の
課
題

も
見
ら
れ
る
。
今
後
、
す

べ
て
の
地
域
で
ふ
れ
あ
い

サ
ロ
ン
等
の
住
民
の
支
え

合
い
の
仕
組
み
づ
く
り
を

進
め
た
い
。
町
と
し
て
は
、

サ
ー
ビ
ス
を
落
と
す
こ
と

な
く
改
善
に
努
め
た
い
。

再
質
問　

み
な
べ
町
の
国

民
健
康
保
険
の
医
療
水
準

が
低
い
の
に
な
ぜ
認
定
率

が
高
い
の
か
。
町
内
の
地

域
、
い
わ
ゆ
る
農
村
地
域

と
そ
う
で
な
い
地
域
で
違

い
が
あ
る
の
か
。
ま
た
、

今
回
大
幅
上
昇
し
た
上
富

田
町
や
か
つ
ら
ぎ
町
と
も

連
携
し
、
知
恵
を
出
し
合

う
こ
と
が
あ
っ
て
も
い
い

の
で
は
。
対
策
に
あ
た
っ

て
は
、
こ
う
し
た
細
部
に

目
を
や
り
な
が
ら
進
め
て

い
た
だ
き
た
い
。
加
え
て

フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
を
提

案
し
た
い
。
自
分
が
フ
レ

イ
ル
※
状
態
だ
と
自
覚
し

た
と
き
、
進
ん
で
体
力
回

復
に
努
め
る
だ
ろ
う
。

町
長　

地
域
性
は
少
な
か

ら
ず
あ
る
だ
ろ
う
。
農
村

部
は
高
齢
者
が
畑
等
で
働

く
一
方
、
町
な
か
で
は
そ

う
い
う
機
会
は
少
な
い
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

等
で
生
き
が
い
を
持
っ
て

働
く
、
こ
れ
が
予
防
に
つ

な
が
る
の
で
は
な
い
か
。

上
富
田
町
、
か
つ
ら
ぎ
町

と
は
連
携
し
て
と
り
く
み

た
い
。
フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ

ク
は
、
保
健
師
の
指
導
の

も
と
に
地
域
ご
と
の
サ
ロ

ン
で
で
き
れ
ば
と
思
う
が
、

人
的
、
経
費
的
課
題
も
あ

り
検
討
し
た
い
。

再
々
質
問　

国
は
、
介
護

保
険
の
実
績
を
も
と
に
市

町
村
へ
の
財
政
的
な
優
遇

措
置
も
考
え
て
い
る
と
聞

く
。
努
力
や
実
績
が
「
見

え
る
化
」
さ
れ
人
々
の
目

も
厳
し
く
な
る
こ
と
も
。

全
国
の
先
進
例
に
学
び
つ

つ
取
組
ん
で
も
ら
い
た
い
。

質
問　

近
年
、
個
人
向
け

補
助
金
の
種
類
が
急
に
増

え
た
。
今
年
だ
け
で
も
４

つ
、
従
前
と
あ
わ
せ
て
非

常
に
数
多
く
な
っ
た
。
そ

の
た
め
、
知
っ
て
い
る
人

と
そ
う
で
な
い
人
と
で
不

公
平
が
生
じ
か
ね
な
い
。

広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
、
補
助
金
に
つ
い
て
の

継
続
的
、
効
果
的
な
広
報

が
必
要
で
は
な
い
か
。
あ

わ
せ
て
補
助
金
の
精
査
を

お
願
い
し
た
い
。
経
費
削

減
や
職
員
の
仕
事
量
軽
減

の
う
え
か
ら
も
見
直
し
て

も
ら
い
た
い
。

町
長　
「
見
え
る
化
」
さ

れ
る
こ
と
も
念
頭
に
進
め

て
い
き
た
い
。
施
設
の
訓

練
で
改
善
し
た
事
例
は
複

数
耳
に
し
て
お
り
、
各
事

業
者
や
高
齢
者
自
身
に
が

ん
ば
っ
て
回
復
さ
れ
る
よ

う
お
願
い
し
た
い
。

町
長　

補
助
金
は
随
時
広

報
紙
で
案
内
し
て
い
る
が
、

新
し
い
も
の
は
よ
く
見
て

も
ら
え
て
も
や
が
て
忘
れ

ら
れ
て
い
る
現
状
が
あ
る
。

年
度
初
め
に
ま
と
め
て
案

内
す
る
こ
と
も
考
え
た
い
。

補
助
金
を
育
児
、
健
康
、

防
災
等
に
分
類
し
、
従
前

の
ゴ
ミ
辞
典
の
よ
う
な
小

冊
子
が
出
せ
れ
ば
と
思
う
。

補
助
金
の
精
査
に
つ
い
て

は
、
成
果
や
効
果
を
ふ
り

か
え
り
な
が
ら
整
理
し
て

い
き
た
い
。

玉
たま

井
い

伸
のぶ

幸
ゆき

議員

サービスの質を落とさず、住民が
　支え合う仕組みづくりに努めたい

全国的にも高い介護保険料
　　　　その要因と今後の対応は

福祉

※フレイルとは
心身の活力が低
下した要介護の
一歩手前の状態。
適切な対応によ
り十分回復する
とされる。

　
　
　

補
助
金
の
広
報
に
工
夫
改
善
を

　
何
ら
か
の
形
で
改
善
を
図
り
た
い

く
ら
し
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全保険者（≒市区町村）数：1571  
基準額（円/月） 

保険者（市町村）数

←みなべ町：7700円　全国16位タイ

H30全国介護保険料 基準額  

P10

9月定例会・一般質問



みなべ町議会だより　第53号　平成30年11月

天
あま

野
の

　 仁
ひとし

議員

県の事業ですが町としても早期完成に努力

古川未改修分の今後の計画は河川

に
働
き
か
け
１
年
で
も
早

く
完
成
し
、
周
辺
の
皆
さ

ん
方
に
安
心
し
た
農
業
を

営
め
る
よ
う
望
み
た
い
。

町
長　

県
事
業
と
は
い
え

土
地
も
全
て
み
な
べ
町
内

で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
地

元
の
皆
様
方
の
御
協
力
を

賜
り
な
が
ら
、
一
日
も
早

い
完
成
に
向
け
て
町
は
町

と
し
て
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。

質
問　

古
川
改
修
は
、
高

速
道
路
の
下
か
ら
柳
町
橋

ま
で
の
約
８
０
０
ｍ
が
７

年
間
で
29
年
２
月
に
改
修

さ
れ
ま
し
た
。
岡
前
、
つ

ま
り
寺
橋
の
上
８
０
０
ｍ

付
近
ま
で
の
改
修
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
ま
で
約
８
０

０
ｍ
の
未
改
修
部
分
の
今

後
の
計
画
を
聞
き
た
い
。

　

県
二
級
河
川
で
あ
り
事

業
主
体
は
県
で
あ
ろ
う
と

思
い
ま
す
が
、
県
と
の
交

渉
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
か
。

町
長　

古
川
未
改
修
部
分

の
今
後
の
計
画
で
ご
ざ
い

ま
す
が
、
県
管
理
だ
け
に

県
か
ら
の
聞
き
取
り
に
よ

る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

現
在
み
な
べ
エ
リ
ア
圃ほ

場じ
ょ
う

整
備
区
間
の
１
．
１
㎞

に
つ
い
て
は
既
に
発
注
済

み
の
約
９０
ｍ
区
間
を
も
っ

て
完
成
と
な
り
ま
す
。
そ

こ
か
ら
上
流
約
７
０
０
ｍ

間
、
議
員
の
言
う
未
改
修

区
間
に
つ
い
て
は
現
在
、

測
量
設
計
中
と
聞
い
て
ご

ざ
い
ま
す
。

　

古
川
は
南
部
川
河
川
整

備
事
業
と
同
一
事
業
と
な

り
ま
す
の
で
確
約
で
き
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

県
の
担
当
課
と
し
て
は
平

成
30
、
31
年
度
で
測
量
設

計
し
、
32
年
か
ら
用
地
買

収
に
入
り
一
部
工
事
に
着

手
で
き
れ
ば
と
い
う
こ
と

の
現
在
の
状
況
で
ご
ざ
い

ま
す
。
あ
く
ま
で
予
算
確

保
の
上
、
用
地
関
係
者
の

同
意
を
得
ら
れ
る
こ
と
が

大
前
提
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

近
年
は
集
中
豪
雨
が
多

い
傾
向
に
ご
ざ
い
ま
し
て

南
部
川
本
流
で
も
河
川
氾

濫
の
危
険
と
隣
り
合
わ
せ

の
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。

町
も
河
川
整
備
は
喫き
っ

緊き
ん
の

課
題
と
捉
え
、
県
に
予
算

確
保
に
向
け
て
全
力
で
取

り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

再
質
問　

も
ち
ろ
ん
県
が

主
体
的
に
進
め
ら
れ
る
分

で
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す

が
、
町
の
意
向
も
述
べ
て

頂
い
て
短
い
期
間
の
中
で

完
成
の
方
向
に
ご
尽
力
願

え
れ
ば
と
思
う
わ
け
な
の

で
す
が
、
岡
前
の
お
寺
の

下
の
圃
場
あ
た
り
は
上
流

の
改
修
で
今
日
ま
で
数
十

年
間
、
何
十
回
も
川
が
溢

れ
被
害
を
受
け
辛
抱
し
て

き
て
い
る
。
ぜ
ひ
町
と
し

て
も
一
層
の
ご
尽
力
で
県

岡前の改修されている上流部分と未改修部分（手前下流）

柳町橋から上流を望む
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ＪＡ梅部会アンケート
調査結果から（抜粋）

新たに雇用労働力が
必要ですか？

●雇用が必要な理由
・高齢化で労働力不足６８％
・規模の拡大　　　　　８％
・その他　　　　　　２４％

質
問　

今
年
も
梅
農
家
か

ら
は
、「
今
ま
で
雇
用
し

て
い
た
方
か
ら
高
齢
化
を

理
由
に
手
伝
い
を
キ
ャ
ン

セ
ル
さ
れ
た
」
と
い
う
声

を
あ
ち
こ
ち
で
聞
き
ま
し

た
。
私
は
昨
年
の
９
月
議

会
で
「
梅
農
家
の
労
働
力

不
足
問
題
」
に
つ
い
て
一

般
質
問
さ
せ
て
頂
き
、
ま

ず
は
農
業
者
に
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
、
そ
の

実
態
を
把
握
し
た
い
と
の

こ
と
で
、
Ｊ
Ａ
紀
州
梅
部

会
が
中
心
と
な
っ
て
調
査

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
で
は
、
実
に

８
割
弱
の
梅
農
家
に
後
継

者
が
い
な
く
な
る
可
能
性

が
あ
り
、
更
に
今
後
、
新

た
に
雇
用
労
働
力
が
必
要

と
答
え
た
農
家
も
４６
％
と

ほ
ぼ
半
数
を
占
め
、
そ
の

理
由
と
し
て
「
労
働
力
不

足
」、「
高
齢
化
」
を
挙
げ

て
い
ま
す
。（
左
図
を
参

照
）

　

更
に
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

田
辺
で
の
４
～
６
月
に
か

け
て
の
求
人
状
況
は
、
全

業
務
で
の
求
人
倍
率
１.５
％

と
比
べ
て
も
２０
倍
を
こ
え

る
な
ど
梅
農
家
で
の
労
働

力
に
切
迫
感
が
出
て
お
り
、

高
い
時
給
を
提
示
し
て
も
、

な
か
な
か
雇
用
を
確
保
で

き
な
い
状
況
で
す
。

　

経
営
者
の
年
齢
が
高
く

な
る
中
で
、
こ
の
問
題
が

解
決
で
き
れ
ば
梅
栽
培
に

頑
張
っ
て
み
よ
う
と
思
う

農
家
も
増
え
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
ら

の
こ
と
か
ら
、
町
は
雇
用

労
働
力
の
確
保
問
題
に
率

先
し
て
取
り
組
み
、
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
べ

き
だ
と
思
い
ま
す
が
、
町

長
の
お
考
え
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。

町
長　

今
回
の
調
査
結
果

を
受
け
て
非
常
に
残
念
で

す
が
、
後
継
者
が
い
な
い

が
３６
％
、
辛
う
じ
て
望
み

が
持
て
る
の
が
未
定
の

３６
％
、
こ
の
部
分
の
平

均
年
齢
が
22
歳
で
す
の

で
、
こ
の
中
か
ら
一
人
で

も
多
く
後
継
者
と
な
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
政
策

を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
高
齢
化
、
少
子

化
の
流
れ
は
速
く
、
危
機

感
と
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ

て
、
営
農
推
奨
や
全
国
農

協
中
央
会
等
の
動
き
を
注

視
し
、
ま
た
民
間
企
業
等

か
ら
の
、
い
ろ
ん
な
情
報

も
入
れ
、
県
や
Ｊ
Ａ
と
相

談
を
し
な
が
ら
、
時
間
給

の
問
題
も
あ
る
か
と
思
い

ま
す
が
、
労
働
力
不
足
の

解
消
に
向
け
て
頑
張
っ
て

ま
い
り
た
い
。

再
質
問　

他
府
県
で
は
、

産
地
間
で
お
互
い
に
労
働

力
を
交
換
し
た
り
、
外
国

人
労
働
者
の
雇
用
を
検
討

し
て
い
る
地
域
も
あ
る
が
、

梅
農
家
で
は
難
し
い
。
ま

た
、
一
部
農
家
で
は
人
材

派
遣
の
会
社
と
交
渉
し
て

雇
い
入
れ
た
農
家
も
あ
り

ま
す
が
、
宿
泊
場
所
の
確

保
が
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
い

ま
す
。
解
決
へ
の
取
組
と

し
て
モ
デ
ル
農
家
を
選
抜

し
て
、
そ
の
成
功
事
例
を

紹
介
し
、
そ
の
成
果
が
産

地
全
体
に
広
が
れ
ば
、
解

決
の
糸
口
に
な
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

町
長　

産
地
間
で
協
力
し

合
え
る
、
こ
れ
が
非
常
に

一
番
い
い
方
法
で
す
が
、

現
実
的
に
難
し
い
。
外
国

人
労
働
者
で
賄
う
部
分
で

は
、
法
的
に
ク
リ
ア
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
部
分
、

ま
た
隣
近
所
と
の
関
係
等

も
あ
り
ま
す
。
相
手
は
通

年
雇
用
を
望
む
し
、
こ
ち

ら
は
季
節
的
な
労
働
で
あ

る
と
い
う
部
分
、
な
か
な

か
合
い
に
く
い
部
分
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
人
材
派

遣
会
社
を
通
じ
て
雇
用
す

る
方
法
に
つ
い
て
は
、
今

後
、
Ｊ
Ａ
と
も
相
談
さ
せ

て
い
た
だ
き
な
が
ら
や
っ

て
い
き
た
い
。
特
区
の
指

定
が
必
要
で
あ
れ
ば
、
そ

れ
も
一
つ
の
方
法
と
し
て

検
討
し
て
い
き
た
い
。

再
々
質
問　

最
近
、
経
営

面
だ
け
で
は
な
く
、
今
回

の
台
風
２１
号
で
農
道
が
倒

木
等
で
非
常
に
困
難
な
状

況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
地

元
の
農
道
が
、
高
齢
化
で

管
理
で
き
な
い
と
い
う
問

題
も
あ
り
ま
す
。

町
長　

本
来
、
倒
木
は
山

の
所
有
者
が
処
分
す
べ
き

で
す
が
、
対
応
し
て
い
た

だ
け
な
く
な
る
と
、
そ
の

畑
は
放
棄
と
い
う
話
に

な
っ
て
く
る
。
そ
れ
だ
け

は
何
と
か
避
け
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
今
、
い

ろ
ん
な
方
策
を
考
え
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
放
棄
地

に
な
ら
な
い
よ
う
に
対
策

を
考
え
て
行
き
ま
す
。

出
で

口
ぐち

晴
はる

夫
お

議員

県やＪＡと相談をしながら、
　　　　スピード感を持って実施

待ったなし！
　　農家の労働力不足対策

農業

必要
0
50
100
150
200
250
300
350

不要 無回答

295人
262人

78人
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平成28年5月定例会
一般質問

どうなった どうなった

町長答弁 町長答弁

災害時等における職員の防
災服等については、導入効果の
確認や簡便なジャンパー的な
物にするかなどの財政的な面も
考慮しながら更に検討していき
たい。

被災地で一番わかりやすいの
が制服。町職員に防災服を導
入してはどうか。

社会体育活動を学校部活と同じ
評価に

平成29年9月定例会
一般質問

教育学習課総務課防災企画室
生徒の活動評価については、
特に差はありませんが、学校外
で活動（スポーツ・文化）する生
徒へのフォローについて今後も
検討を重ねていきます。

あのとき、議員が一般質問した内容や各委員会が提言した内容が、町施
策にどのような内容で反映したかを確認するための調査です。
あのとき、議員が一般質問した内容や各委員会が提言した内容が、町施
策にどのような内容で反映したかを確認するための調査です。

追追跡調査

制服を着ていれば町職員であ
ることが誰でも確認できる。
導入効果の確認を行い検討し
ます。

多種多様な運動部の部活は、学
校教育の中では無理がある。 
学校教育との関係を見定めて
情報収集し応援していきたい。

議員の質問とその後の行方

P13
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現
在
設
置
さ
れ
て
い
る

消
防
井
戸
や
消
火
栓
は
、

そ
の
特
性
上
課
題
が
多
く

十
分
と
は
言
え
な
い
。（
下

表
参
照
） 

こ
れ
を
カ
バ
ー

す
る
た
め
に
は
、
防
火
水

槽
が
有
効
で
あ
り
、
費
用

が
割
高
で
は
あ
る
が
、
そ

の
設
置
を
町
に
お
願
い
し

た
い
。

②
住
民
の
防
火
意
識
の
向

上
が
必
須

　

み
な
べ
町
は
規
模
に
照

ら
し
て
火
災
の
発
生
件
数

が
多
い
。
中
で
も
、
梅
の

剪
定
後
の
野
焼
き
に
よ
る

火
災
が
多
い
。
こ
れ
を
防

ぐ
た
め
に
は
関
係
者
の
一

層
の
努
力
が
必
要
だ
。

③
消
防
団
員
の
不
足

　

消
防
団
員
は
現
在

２
９
６
名
、
４
名
が

不
足
し
て
い
る
。
募

集
に
あ
た
っ
て
何
ら

か
の
対
策
が
求
め
ら

れ
る
。
ま
た
、
女
性

の
入
団
が
望
ま
れ
る
。

女
性
団
員
に
は
広
報

や
被
災
者
支
援
等
で

の
活
躍
を
期
待
し
た

い
。

総
務
課
防
災
企
画
室

と
の
意
見
交
換

　

上
記
意
見
を
踏
ま
え
、

10
月
５
日
総
務
文
教
委
員

会
で
は
改
め
て
担
当
者
と

今
後
の
対
応
に
つ
い
て
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

①
消
防
か
ら
防
火
水
槽
設

置
の
必
要
性
が
出
さ
れ
て

い
た
が
。

　
→
防
火
水
槽
に
つ
い
て

は
基
本
的
に
住
宅
密
集
地

等
の
危
険
性
の
高
い
と
こ

ろ
を
優
先
し
な
が
ら
、
か

つ
地
域
か
ら
の
要
望
に
も

応
え
て
い
き
た
い
。
年
に

２
カ
所
程
度
を
目
標
に
設

置
で
き
る
よ
う
予
算
要
求

を
し
て
い
き
た
い
。

②
意
識
向
上
の
た
め
の
こ

れ
ま
で
の
取
組
み
は
。
ま

た
、
山
間
部
で
の
消
防
水

利
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

　
→
年
に
数
回
、
広
報
紙

に
掲
載
し
啓
発
に
努
め
て

き
た
。
今
後
は
、
自
主
防

災
会
や
農
業
関
係
団
体
等

の
会
議
の
場
を
利
用
し
て

積
極
的
に
啓
発
し
て
い
き

た
い
。　

　

南
紀
用
水
の
利
用
は
す

で
に
協
定
を
結
ん
で
お
り
、

緊
急
時
に
使
え
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
川
の
水
を

利
用
す
る
た
め
の
設
備
に

つ
い
て
は
今
後
検
討
し
て

い
き
た
い
。

③
団
員
の
数
の
確
保
に
向

け
て
は
ど
う
か
。

　
→
こ
れ
ま
で
は
町
内
在

住
の
自
営
業
の
方
々
に
お

願
い
す
る
こ
と
が
多
か
っ

た
が
、
今
後
は
町
内
に
勤

務
す
る
方
の
応
援
も
お
願

い
す
る
必
要
が
あ
る
か
も

知
れ
な
い
。
こ
れ
に
つ
い

て
は
様
々
な
状
況
を
踏
ま

え
る
必
要
が
あ
り
、
団
の

方
々
と
も
相
談
を
し
な
が

ら
確
保
に
取
組
み
た
い
。

　

女
性
団
員
の
必
要
性
に

つ
い
て
は
認
識
し
て
い
る
。

検
討
し
た
い
。

④
そ
の
他

　

上
記
に
加
え
て
、
総
務

文
教
委
員
会
で
は
、

・
防
災
士
の
養
成
に
対
す

る
当
局
の
考
え
方

・
停
電
の
際
の
役
場
庁
舎

自
家
発
電
設
備
の
在

り
方

に
つ
い
て
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

こ
れ
ら
に
対
し
て
は
、
ど

う
い
う
対
応
が
で
き
る
か

庁
内
で
改
め
て
検
討
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

み
な
べ
町
で
は
、
昨
年

よ
り
連
続
し
て
火
災
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
総
務
文

教
委
員
会
で
は
、
火
事
を

未
然
に
防
ぐ
と
と
も
に
消

火
活
動
を
円
滑
に
行
う
た

め
の
対
策
や
施
策
に
つ
い

て
調
査
や
意
見
交
換
を
重

ね
て
き
ま
し
た
。

消
防
団
へ
の
聴
取

　

８
月
28
日
、
み
な
べ
町

消
防
団
幹
部
３
名
の
方
々

か
ら
次
の
よ
う
な
意
見
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

①
消
防
設
備
と
し
て
防
火

水
槽
が
重
要

総務文教常任委員会　活動報告
消防、防火対策の充実・強化に向けて８月２８日に消防団幹部と、１０月５

日に防災企画室と意見交換を行いました。また「手話言語条例制定の請願」
調査のため９月２９日に参考人を招致し、意見聴取を行いました。

防火用水の種類と特性
給水種類 しくみ 長 所 短 所

消防井戸 路面に掘った井戸 比較的設置が容易 水量の確保に不安

消 火 栓 上水道管直結の蛇口 設置が容易
比較的水量が安定

断水の恐れ
同一配管内での同時
使用の水量減

防火水槽 地下に埋めた水槽 水量が安定 設置費用が割高

防火水槽（参考例）
貯水量は40㎥が基本、1分あたり1㎥を放水
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こ
の
こ
と
に
よ
り
「
手

話
は
目
で
見
る
言
語
」
で

あ
る
こ
と
を
法
律
上
明
記

し
、
手
話
を
第
一
言
語
と

し
習
得
す
る
。
第
二
言
語

と
し
て
書
記
言
語
、
口
話

法
を
習
得
す
る
。

　

こ
の
条
例
が
ろ
う
者
が

健
聴
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、
共

存
し
活
躍
で
き
る
社
会
の

実
現
を
目
指
す
第
一
歩
に

な
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

　

以
上
が
和
歌
山
聴
覚
障

害
者
協
会
の
皆
さ
ん
の
想

い
で
す
。

他
に
も
、
町
に

対
し
て
町
民
が

手
話
に
触
れ
合

う
機
会
を
増
や

し
て
欲
し
い
。

教
育
の
現
場
に

お
い
て
も
子
供

達
に
手
話
に
親

し
む
時
間
を
設

け
て
欲
し
い
と

の
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。

　

町
長
か
ら
は
、

こ
の
条
例
が
成
立
し
た
場

合
の
行
政
の
対
応
に
つ
い

て
、
財
政
措
置
等
の
前
向

き
な
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

10
月
の
末
に
は
委
員
会

構
成
が
変
わ
り
、
本
請
願

の
審
査
は
、
新
し
い
総
務

文
教
常
任
委
員
会
に
引
き

継
が
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
新
委
員
の
皆
さ
ん
に

は
、
こ
の
意
見
聴
取
を
参

考
に
「
手
話
言
語
条
例
」

の
成
否
の
判
断
を
お
願
い

し
た
い
と
思
い
ま
す
。  

限
り
、
言
語
（
手
話
を
含

む
）
そ
の
他
の
意
思
疎
通

の
た
め
の
手
段
に
つ
い
て

の
選
択
の
機
会
が
確
保
さ

れ
る
」
と
定
め
ら
れ
ま
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
7
年

経
っ
た
今
も
「
手
話
言
語

法
」
は
制
定
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。

　

１
９
３
３
〜
２
０
１
１

年
ま
で
、
手
話
は
日
本
の

法
律
上
「
言
語
」
と
認
め

て
お
ら
ず
、
ろ
う
学
校
で

も
口
話
法
（
相
手
の
口
を

見
て
話
を
理
解
す
る
技

術
）
が
用
い
ら
れ
、
手
話

は
口
話
法
の
妨
げ
に
な
る

と
言
う
こ
と
で
禁
止
に

な
っ
て
い
た
時
代
も
あ
り

ま
し
た
。
口
話
法
に
よ
り

効
果
の
あ
る
生
徒
は
2
〜

3
割
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に

合
っ
た
教
育
が
必
要
と

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
文

部
科
学
省
の
新
指
導
要
綱

で
は
手
話
も
取
り
入
れ
る

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
手

話
を
教
え
る
カ
リ
キ
ュ
ラ

み
な
べ
町
在
住

　
　

聴
覚
障
害
者　

3
名

　
　

手
話
通
訳
士　

2
名

町
か
ら 

　
　

小
谷 

町
長

　
　

桂 

住
民
福
祉
課
長

　
　

担
当
職
員

　
「
手
話
言
語
法
」
の
制

定
を
求
め
る
意
見
書
は
、

全
国
１
７
７
８
の
地
方
議

会
全
て
で
採
択
さ
れ
、
み

な
べ
町
で
も
4
年
前
に
採

択
さ
れ
関
係
各
位
に
提
出

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

２
０
０
６
年
に
採
択
さ

れ
た
国
連
の
障

害
者
権
利
条
約

に
は
「
手
話
は

言
語
」
で
あ
る

こ
と
が
明
記
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
１
年

に
成
立
し
た

「
改
正
障
害
者

基
本
法
」
で
は

「
全
て
の
障
害

者
は
、
可
能
な

　
9
月
議
会
に
議
員
発
議

さ
れ
た
「
手
話
言
語
条
例

の
制
定
を
求
め
る
請
願
」

は
、
総
務
文
教
常
任
委
員

会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
会
で
は
慎
重
審
議
を

行
う
た
め
、
継
続
調
査
と

し
ま
し
た
。
そ
の
調
査
の

た
め
に
9
月
26
日
、
参
考

人
を
招
致
し
意
見
聴
取
を

行
い
ま
し
た
。

　

参
考
人
と
し
て
来
て
頂

い
た
の
は
、

和
歌
山
聴
覚
障
害
者
協
会

事
務
局
長

　
　

櫻
井
貴
浩
さ
ん

ム
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ

ん
。

　

縦
割
り
行
政
の
ひ
ず
み

と
言
わ
れ
る
な
か
、
厚
生

労
働
省
と
文
部
科
学
省
の

対
応
が
、
ろ
う
学
校
の
現

状
に
追
い
つ
い
て
い
な
い

の
が
問
題
と
思
わ
れ
ま
す
。

手
話
言
語
条
例
の
目
的

・
多
く
の
人
た
ち
が
手
話

を
学
び
、
聴
覚
障
害
者

と
健
聴
者
の
共
存
で
き

る
社
会
を
目
指
し
た

い
。

・
地
方
自
治
体
で
手
話
言

語
条
例
の
制
定
を
積
み

重
ね
て
、
国
レ
ベ
ル
で

の
「
手
話
言
語
法
」
の

制
定
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
。

「
手
話
言
語
条
例
の
制
定
を
求
め
る
請
願
」に
対
す
る
調
査

基本的な手話
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は
良
い
場
所

な
の
で
し
っ

か
り
と
ル
ー

ル
を
守
っ
て

キ
ャ
ン
プ
し

て
い
ま
す
と

お
答
え
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
家
族
で
来
ら
れ
て

い
た
方
が
、
モ
リ
を
持
参

し
て
い
ま
し
た
の
で
、
こ

れ
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
と

注
意
を
し
て
、
理
解
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
別
の

家
族
も
、
子
ど
も
と
貝
を

採
っ
て
お
り
、
注
意
を
し

ま
し
た
。

　

今
回
ビ
ラ
を
配
り
一
斉

の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て

直
接
注
意
し
た
こ
と
は
、

今
後
の
当
地
域
の
利
用
の

モ
ラ
ル
向
上
に
つ
な
が
る

一
助
と
考
え
ま
す
。
地
道

な
活
動
で
は
あ
り
ま
す
が
、

毎
年
来
客
が
多
く
な
る
時

期
に
続
け
て
パ
ト
ロ
ー
ル

を
お
こ
な
い
注
意
喚
起
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

●
「
堺
地
区
森
の
鼻
、
キ

ャ
ン
プ
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
禁

止
条
例
を
求
め
る
請
願
」

の
町
の
対
応

　

５
月
定
例
会
で
の
本
議

会
で
採
択
と
な
っ
た
請
願

で
す
が
、
町
は
検
討
し
た

結
果
、
条
例
を
制
定
す
る

こ
と
は
難
し
い
と
の
判
断

に
な
り
ま
し
た
。

　

理
由
と
し
て
は
、
目
的

と
規
制
が
比
例
し
て
い
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

法
の
制
度
上
の
ル
ー
ル
で
、

密
漁
対
策
と
し
て
キ
ャ
ン

プ
や
バ
ー
べ
キ
ュ
ー
を
禁

止
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
。

ま
た
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
利

用
し
て
い
る
方
を
も
締
め

出
す
こ
と
に
な
っ
て
し
ま

う
。

　

密
漁
と
い
う
漁
業
権
の

侵
害
は
他
の
法
律
で
厳
し

く
罰
せ
ら
れ
る
規
定
が
あ

り
、
こ
れ
ら
の
法
律
を
利

用
者
に
周
知
し
、
厳
格
に

対
応
す
る
こ
と
が
問
題
の

解
決
に
つ
な
が
る
と
考
え

ま
す
。

●
町
の
対
策

・
新
た
に
防
犯
カ
メ
ラ
を

設
置

・
海
上
保
安
庁
、
警
察
、
県
、

紀
州
日
高
漁
協
組
合
な
ど

関
係
機
関
と
連
携
し
、
監

視
パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化
を

図
り
直
ち
に
通
報
す
る
な

ど
、
毅
然
と
し
た
対
応

・
啓
発
チ
ラ
シ
の
配
布
、

啓
発
看
板
の
設
置
、
町
Ｈ

Ｐ
の
充
実
な
ど
海
岸
利
用

者
の
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
の

周
知
に
取
り
組
み
ま
す
。

潮
風
被
害
報
告

　

９
月
２８
日
に
台
風
２１
号

に
よ
る
塩
害
被
害
に
つ
い

て
、
和
歌
山
県
果
樹
試
験

場
う
め
研
修
所
の
野
畑
所

長
と
、
城
村
主
査
研
究
員

に
お
越
し
い
た
だ
き
、
被

害
状
況
の
報
告
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

園
地
の
塩
害
に
よ
る
被

害（
落
葉
）は
広
範
囲 

（
海

岸
か
ら
4
～
5
㎞
）
に
見

ら
れ
、
沿
岸
部
を
中
心
に

結
果
枝
の
枯
れ
こ
み
が
見

ら
れ
た
。
心
配
さ
れ
る
来

年
度
の
着
花
等
の
影
響
に

つ
い
て
の
質
問
に
は
、
７

月
頃
の
潮
風
（
落
葉
）
よ

り
９
月
下
旬
以
降
の
方
が

樹
へ
の
影
響
は
小
さ
い
と

の
話
で
あ
る
が
、
生
産
者

に
と
っ
て
は
、
枝
枯
れ
発

生
園
で
は
影
響
が
懸
念
さ

れ
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
。

海
岸
パ
ト
ロ
ー
ル

　

８
月
５
日
の
日
曜
日
に

森
の
鼻
海
岸
に
お
き
ま
し

て
、
産
業
課
職
員
と
漁
港

組
合
員
が
一
斉
パ
ト
ロ
ー

ル
を
行
い
ま
し
た
。
当
委

員
会
も
同
行
し
て
、
海
岸

で
キ
ャ
ン
プ
を
し
て
い
る

皆
さ
ん
に
、
海
岸
を
利
用

す
る
に
あ
た
っ
て
の
注
意

事
項
を
書
い
た
ビ
ラ
を
配

り
な
が
ら
、
密
漁
の
禁
止
、

ご
み
の
不
法
投
棄
に
つ
い

て
説
明
を
し
ま
し
た
。

　

団
体
で
キ
ャ
ン
プ
さ
れ

て
い
た
方
々
は
、
何
度
も

森
の
鼻
海
岸
を
利
用
さ
れ

て
い
た
よ
う
で
、
こ
こ

産業建設常任委員会　活動報告
８月５日に堺地区森の鼻の海岸一斉パトロールに参加。９月２８日には、

梅の潮風被害状況の報告と、坂ヶ谷道路整備事業の工事現場、山内区と堺区
の水門を視察しました。
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事務組合議会議員活動報告
●御坊日高老人福祉施設事務組合議会　定例会
　・日時　平成 30 年 7 月 3 日
　・場所　御坊日高老人福祉施設事務組合
　・出席　谷本議員
●公立紀南病院組合事業会　臨時会
　・日時　平成 30 年 7 月 30 日
　・場所　紀南病院
　・出席　竹本議長、北谷副議長
●和歌山県後期高齢者医療広域連合議会　定例会
　・日時　平成 30 年 7 月 31 日
　・場所　ダイワロイネットホテル和歌山
　・出席　竹本議長
●田辺周辺広域市町村圏組合議会　定例会
　・日時　平成 30 年 8 月 2 日
　・場所　田辺市役所
　・出席　竹本議長、北谷副議長

●紀南環境広域施設組合議会　定例会
　・日時　平成 30 年 8 月 20 日
　・場所　田辺市ごみ処理場
　・出席　竹本議長、北谷副議長　
●日高広域消防事務組合議会　定例会
　・日時　平成 30 年 9 月 3 日
　・場所　日高広域消防本部
　・出席　真造議員
●御坊日高老人福祉施設事務組合議会　定例会
　・日時　平成 30 年 9 月 3 日
　・場所　御坊日高老人福祉施設事務組合
　・出席　谷本議員

坂
ヶ
谷
道
路
整
備

調
整
池
工
事

　

以
前
、
搬
出
し
た
土
砂

の
一
部
が
流
れ
出
た
東
岩

代
地
区
の
坂
ヶ
谷
の
現
場

を
視
察
し
、
土
砂
流
出
後

の
対
策
に
つ
い
て
担
当
課

か
ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

調
整
池
の
工
事
も
進
み
、

土
砂
運
搬
に
つ
い
て
は
地

元
地
区
か
ら
の
快
諾
も
あ

り
、
近
く
搬
入
予
定
と
の

報
告
を
受
け
ま
し
た
。

和
歌
山
県
町
村
議

会
全
議
員
研
修
会

　

８
月
１
日
、
上
富
田
文

化
会
館
で
和
歌
山
県
町
村

議
会
全
議
員
研
修
会
が
あ

り
、
全
議
員
が
出
席
し
ま

し
た
。

　

講
師
に
政
治
評
論
家
の

有
馬
晴
美
氏
を
お
招
き
し

「
ど
う
な
る
？
今
後
の
日

本
の
政
治
」
と
題
し
た
講

演
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

環
境
の
違
い
も
あ
り
ま
す

が
、
砂
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、

ゲ
ー
ト
の
出
口
を
ふ
さ
い

で
し
ま
い
、
川
の
水
が
流

れ
ず
に
、
こ
れ
ま
で
何
度

も
川
の
水
が
あ
ふ
れ
て
い

ま
す
。

　

堺
地
区
に
お
い
て
は
、

テ
ト
ラ
ポ
ッ
ト
の
設
置
や

一
文
字
堤
防
の
設
置
等
が

有
効
で
は
な
い
か
、
専
門

家
に
ア
ド
バ
イ
ス
等
を
聞

い
て
対
応
し
て
は
と
の
意

見
が
で
ま
し
た
。

対
策
と
し
て
は
、
尿
素
散

布
を
す
る
と
樹
体
の
窒
素

含
有
率
が
高
く
な
り
、
翌

年
の
着
蕾
数
、
着
果
率
、

収
穫
果
数
を
向
上
さ
せ
る

効
果
が
あ
る
と
ア
ド
バ
イ

ス
し
て
く
れ
ま
し
た
。

水
門
視
察

　

近
年
の
台
風
の
襲
来
や

記
録
的
な
豪
雨
、
高
潮
な

ど
、
水
門
周
辺
で
暮
ら
す

方
々
の
不
安
が
年
々
増
し

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
高

潮
対
策
の
水
門
（
防
潮

ゲ
ー
ト
）
を
視
察
し
ま
し

た
。

　

山
内
地
区
の
水
門
と
堺

地
区
の
水
門
は
お
か
れ
た

堺地区の水門 山内地区の水門
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他市町出
身のご主人、奥様、ご夫婦の紹介コーナー

です

編
集
後
記

今
夏
は
全
国
各
地
で
記
録
的
な

猛
暑
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
梅
干

を
食
べ
る
と
疲
労
回
復
が
早
く
な

り
、
熱
中
症
の
予
防
と
し
て
も
効

果
的
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

こ
と
か
ら
今
年
は
多
く
の
方
々
に

食
べ
て
も
ら
う
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。し

か
し
豪
雨
や
地
震
、
台
風
な

ど
の
自
然
災
害
に
も
見
舞
わ
れ
、

本
町
で
も
多
く
の
被
害
が
出
ま
し

た
。
被
害
に
見
舞
わ
れ
た
皆
様
に

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
近
年

の
気
候
変
動
に
よ
る
異
常
気
象

は
、
今
後
も
続
く
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
と

同
時
に
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の
防
災

意
識
を
高
め
て
備
え
を
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

広
報
特
別
委
員
会　

原
田　

覚

「陽だまり」は楽しみなが
ら手話を学ぶサークルです。
活動しているメンバーは１５人
です。
会費は不要です、手話に興
味がある方は気軽に見学に来
てください。
●日時　毎週水曜日
　　　午後 7時半～ 9時
●場所　南部公民館

また、毎年 10 月に全５回
の初心者向け手話教室を開催
しています。日常会話ができ
る程度の習得を目指していま
す。

手話教室の様子

参加者の声
「覚えることがたくさんあ
って大変ですが、新たな言
語を覚えることで世界が広
がる感じがして、ワクワク
楽しいです。」

●申込・問合せ先
みなべ町社会福祉協議会
0739-72-5611

手話サークル
「陽だまり」のご紹介

☆お☆知☆ら☆せ☆

●議会や議会だよりへの意見や
感想を募集しています。どんな
ことでもかまいません、議会事
務局または提案箱までお寄せく
ださい。

みなべ町議会だよりNo.53
平成 30 年 11 月１日発行
発行　みなべ町議会
編集　議会広報特別委員会
〒645-0002
和歌山県日高郡みなべ町芝742
ＴＥＬ　0739-72-1334
ＦＡＸ　0739-72-1335

二人はどんなきっかけで知り合いましたか？
→高校の同級生

（以下質問へは町外出身の方にお答え頂きました）
みなべ町に暮らしてみて感じたことや持たれたイメージは？
→梅の収穫時期になったら、梅の良い香りがするのにびっくりしました。
町での生活はどうですか？
（楽しいエピソードもあったらお聞かせください。）
→自然にたくさん触れ合えて、子育てするにはとても良い所だと思い
ます。
町に望むことはありますか？
→子供たちが楽しく遊べるようなスペースやバスケットリングのある公
園があったら良いなと思います。

☆ご協力ありがとうございました。

Q

Q

Q

Q

平成16年５月２４日に結婚されました伊場田和典さん（みなべ町東
吉田）と夕紀さん（御坊市湯川町 旧姓：橋本）ご夫婦の紹介です。

伊
い

場
ば

田
た

 和
かず

典
のり

さん　＆　夕
ゆ

紀
き

さんご夫妻
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